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準ミス日本の東海林杏朱が群
馬県みなかみ町のPR撮影に登
場。毎年ミス日本は登山や川
下りなど全国有数のアウトド
アの町のPRに協力しています。

ミス日本「水の天使」の竹田聖彩が
全国のマンホール愛好家たちが集ま
るマンホールサミットに司会登場。
全国に普及したデザインマンホール
が何十枚もずらりと展示されている様子は圧巻です。岡崎
市では関ケ原の合戦や桶狭間の戦いなどが描かれています。
水循環に興味を持ってもらう仕掛けとして、トレーディン
グカードのマンホールカード、ポケモンと連携したポケふ
たなど、楽しさで他者を巻き込んでいく仕掛けに竹田は共
感し、自らも楽しさを演出する司会を心がけました。

水の天使の竹田が、
地中に埋まる管にま
つわる技術展に登場
しました。日本全国
に敷設された下水道
管は、多くが耐用年
数を超えつつありま
す。人手不足に対応
して機械で補強や改
修をする技術が進ん

ミス日本グランプリ
の吉岡恵麻が、地元
の芦屋市⾧との対談
に臨みました。26歳
の高島市⾧は吉岡と
ほぼ同年代。芦屋市
の将来についてイン
タビューしながら、
市⾧の魅力に引き込
まれていきました。

でいます。また、管が埋まる道路では、工事で⾧時間使
用不能になるのを避けるため、短時間・省スペースで作
業する技術も進んでいます。普段に町で下水道工事の裏
で、さまざまな工夫や努力があることを学びました。

撮影スタッフが「10年間撮影していて一番素敵な天気!」
という絶好のロケーションの中、抜けるような青空と立ち
上がる白い雲をバックに、日が暮れるまで撮影に臨みまし
た。冊子やポスターの完成と配布は来年6月ごろです。
東海林はほとんど初めての登山体験は、かなりの疲労感を
感じながらも、楽しさと達成感でいっぱいでした。

ミス日本みどりの大使の上村
さや香が、石川県の1次産業
のお祭りイベントに登場しま
した。上村は「能登ヒバアン
バサダー」に任命されており、
能登ヒバでできた楽器の普及
のために、自らも能登ヒバギ
ターを演奏しながらPRをして
います。ステージでは自作曲
「森で愛ましょう」など数曲
を披露。展示ブースではカス
タネットづくりを子どもたち
と楽しみました。
このイベントの前後では、
「森で愛ましょう」の

レコーディングとミュージックビデオ撮影に臨みました。
上村は自らが作成した歌が多くの林業関係者の期待を集め
ていることを受け止め、林業を知らない人にもっと木の循
環や林業の大切さをPRしていく気持ちを新たにしました。



水の天使の竹田が、
水循環会社の合併発
足式典に司会として
登場しました。世界
に誇れる日本の水技
術は、民間会社の努
力のおかげです。竹
田はそんな企業人た
ちの晴れの舞台をお
祝いいたしました。

みどりの大使の上村が、小田原
市のお祭りにゲスト出演しまし
た。森林ツアーでは若手森林組
合職員が間伐の実践。木がたお
される際の音と衝撃に、子ども
たちが驚きます。林業で働く若
者は体を巧みに動かし、みなイ
キイキしているようでした。
上村は森の中のウッドデッキス
テージで演奏。ギターの音が森
に響き渡り、多くの方々を歌で
振り向かせ、魅了していました。

みどりの大使の上村が、生活
の木質化をPRするウッド
チェンジ協議会に出演しまし
た。基調演奏として「森で愛
ましょう」を演奏したのち、
林野庁職員作詞作曲の「ウッ
ドチェンジソング」を披露。
会場の一体感を生み出しまし
た。理性で固くなりがちなシ
ンポジウムに、歌で感性を刺
激することで、柔らかな雰囲
気で会は進行していきました。

森林は炭素吸収源として世界
的に重要視されています。企
業や団体でも、脱炭素社会の
ために森を育てたり、木の循
環サイクルを確立する事例が
増えてきています。また、新
卒若者が持続可能社会に貢献
する企業を選ぶ傾向もあり、
今後企業はますます森林と向
かい合うことになります。上
村はそんな社会になってきて
いることを感じながら、司会
を進行していきました。

水の天使の竹田が、業
界団体のセミナー司会
を務めました。水循環
企業を対象とした専門
性の高いセミナー研修
です。司会をしながら
質問も積極的にしてい
きます。情報をアップ
デートして時代に追い
ついていかないと、置
いていかれることを感
じました。

ミス日本GPの吉岡が、地元芦屋市
の秋祭りに登場。美味しい水の配
布を行いました。一日1000本配布
の予定が、午前中だけで配りきる
ほどの大盛況。会場周辺にはだん
じりもでて、秋祭りらしい雰囲気
の中、吉岡は地元の良さを再確認
しました。

2018年には雑木林だっ
たところに、2016みど
りの女神飯塚がチェーン
ソーで木を伐りだすとこ
ろからはじまったDIY家
造りプロジェクト。みど
りの大使の上村や歴代女
神、歴代関係者が最後の
ピースを埋めて完成にこ
ぎつけました。

自分で伐った木、製材して磨いた木。それらが使われた家の
ぬくもりは格別です。竣工式には市⾧やメディアも来場して、
お祝いムードでいっぱい。完成おめでとうございます!

徳島県内で、森林づくりに力
を入れる企業や団体を表彰す
る式典に、みどりの大使上村
が登場し、トークショーとミ
ニライブを行いました。聞い
たことのある大企業はもちろ
ん、地元に根ざした企業が、
社員の健康向上やレクリエー
ションとして森林づくりを取
り入れるなど、単なるポーズ
ではない価値を感じました。



私たち一人ひとりが、
一日たりとも欠かさ
ず使っている下水道。
この水循環の仕組み
を紹介するため、東
京湾大感謝祭に水の
天使が登場し、下水
道の役目やいいとこ
ろを紹介しました。
下水道料金は、私た

みどりの大使の上村
が、岡山県津山市の
集いに登場しました。
四方を森に囲まれた
津山市民の森作り意
識は高く、ホール会
場は定員超えの超満
員。上村は木を使う
こと、木のサイクル
の大事さをお話し、

ミス日本GPの吉岡が、
空手大会のゲストとし
て登場。鍛え抜かれた
身体と技の応酬が目の
前で繰り広げられてい
きます。
筋肉の躍動の美しさを
目の当たりにし、ト
レーニングを開始した
い気持ちになります。

林業への尊敬を込めて演奏。拍手喝采の後、サプライズ
で岡山ヒノキエレキギターがプレゼントされました!

それこそ、他者の行動を変容させてしまう「魅力のちか
ら」の働きなのだと感じ取る機会となりました。

木を生活に取り入れてもらう
ことが、山や森林の活性化に
繋がります。みどりの大使上
村も木のアクセサリを購入し
ました。演奏会は吹き抜けフ
ロアの上の方
まで上村の歌
声が響き渡り
ました。ぜひ
右のQRコード
から動画をご覧
ください。

プロを養成するプロによる、ウェディング衣装とメイク
講習会のモデル役に東海林。出来上がりにうっとり♪

全国の木材業者が集
まる大会に上村が登
場。森を育むだけで
なく、木を使うこと
も歌い上げた曲「森
で愛ましょう」を心
を込めて熱唱。出席
者のみなさまの大喝
采を浴び、懇親会で
は引っ張りだこ状態
でした。

下水道施設は広大な敷地があり、地下を施設にし、上部
を公園緑地として開放するところが多くあります。市民
の憩いのお祭りを、平塚と小田原の2箇所の施設で開催。
水循環ツアーなどで水の親しみを広げました。

私達の生活に欠かせない水は、
農業にとっても欠かせません。
そんな農業用の水供給にため
池がとても活躍しています。
普段は気にしない「ため池」
に目を向けて、機能を学ぶツ
アー・イベントに水の天使竹
田が登場しました。愛知県に
は約2000ものため池があり、
安定的な水供給を実現してい
ます。古くからの先人の知恵
に学びました。

ちの普通の生活を続けていくために使われています。



水の天使の竹田が、管路管理の
技術セミナーの司会として登場
しました。竹田は、半年以上の
任期を経て、水循環の用語や課
題点も理解が進んでいます。そ
の知見を活かして、若者の立場
から講演者に質問をするなど、
場をあたたかく回していきまし
た。

いま、都市で高層木造
の計画がありますが、
こうした建物のための
強靭な木材が「CLT」
です。CLTの仕組みや
⾧所を紹介する公式動
画に上村が起用され、
収録に臨みました。
場所は燃焼実験場。木
材の耐火能力を測定

道の駅が全国にある
ように、沿岸地域に
はヨットやボートの
拠点となる「海の
駅」があります。⾧
崎の出島にて、海の
駅フェスタが開催。
大人気の軍艦島を眺
めるクルーズに、海
の駅アンバサダーの

みどりの大使の上村が、林野
庁内ホールで開催されたシン
ポジウムにゲスト出演。
生活に木を取り入れることで、
山の活性化に繋がります。
上村は「森で愛ましょう」と
「ウッドチェンジソング」を
心を込めて歌い上げ、その歌
声は林野庁内に響き渡りまし
た。

準ミス日本 東海林が登場しました。観光客にライフ
ジャケット着用を呼びかけ、軍艦島を満喫しました。

上水道に関わる企業と
行政が連携するため、
講演とマッチングのた
めの協議会に、水の天
使竹田が司会登場。若
者視点で水循環の大切
さと、働く方々へのリ
スペクトを伝えます。
出席した方々が意欲や
誇りを再確認する機会
となりました。

実験している最中に、その安全性や堅牢性について専
門家のお話を伺いました。

水の天使の竹田が総
会後の懇親会に登場。
この場ではみなさま
を前に任期感想をス
ピーチするのが恒例
です。若者が業界に
就職してもらうため、
就職の選択肢となる
ために、積極的な広
報展開が必要である
ことを伝えました。

全国一の森林率を誇る
高知県にて、木に親し
むお祭りに上村が出演。
ウッドカットセレモ
ニー、餅投げ、ミニラ
イブを通じて、木を使
うことを訴えていきま
す。楽器「カホン」づ
くりに挑戦。自分の手
で組み立て、磨き上げ
たカホンを

伐って使って植えて育てるサイクルを続けましょう。

関西の水瓶である琵琶湖
の取材です。琵琶湖は460
本の川からの流入があり
ながら、出口の川は1本し
かありません。歴史的に
治水に苦労しながら、た
ゆまぬ工夫により、いま
では関西1400万人に安定
的に水が供給されるよう
になりました。

洪水を抑える安全な琵琶湖が実現し、いまではサイクリング
コースや憩いの場など、安心な琵琶湖になっています。



みどりの大使の
上村が、島村楽
器株式会社の廣
瀬社⾧を表敬訪
問。国産木材で
できた楽器を買
うと、緑の募金
に寄付されます。
日本の森林を

1日 下水道促進全国大会＆提言活動 /竹田
2日 大日本山林会 第62回全国林業経営推奨行事 司会/上村

カンツールフェスタ大阪 ゲスト/竹田
2-5日 ファイナリスト向け勉強会 第2期
5日 炭フェスタ2023 司会＆ミニライブ/上村
8,9日 愛媛県宇和島市 小学生森林環境教室 講義/21小林
9日 シーバードJAPANカレッジ2023＠福岡

/講演和田あい 司会稲川
10,11日 第46回全国育樹祭いばらき 公式動画撮影/上村
12日 第46回全国育樹祭いばらき 出席/上村
13日 2023森林･林業･機械展示実演会 出席/上村
14日 日本ダクタイル鉄管協会 セミナー司会/竹田
15日 やまなし森づくりフォーラム2023 出演/上村
16日シーバードJAPANカレッジ2023＠札幌/和田あい講演

/講演和田あい 司会稲川
17,18日 日本CLT協会 CLT公式動画収録/上村
21日 ソマリア沖海賊対策活動感謝の集い ゲスト/稲川
29日 令和5年度水コン協関西･九州支部共催技術講座/竹田
30日 日本ダクタイル鉄管協会セミナーin愛知 /竹田

海の日稲川は、大学生の有志を集め、水難救助の青い羽
募金街頭呼びかけを行いました。日本水難救済会がすす
める青い羽募金は、海の事故において必要な救助活動や
備品・訓練に使われます。青い羽募金ポスターのキャラ
クターも務めている稲川は、募金の使途を伝えながら、
海の安全を守る人たちのために3日間に渡って募金活動を
行いました。

未来につなげる取り組みをしてくださっています。林業界
の工夫と努力で、国産木材は海外材に負けない音質を手に
入れました。国産木材楽器を選びましょう!

9月29-10月1日 ファイナリスト向け勉強会 第1期
2日 第5回ウッドチェンジ協議会 演奏出演/上村
2,3日 群馬県みなかみ町 ポスター＆冊子撮影/東海林
4日 月島JFEアクアソリューション株式会社 発足会/竹田

森林×脱炭素チャレンジ2023表彰式と
森林づくり全国推進会議 司会/上村

5日 日本ダクタイル鉄管協会セミナーin千葉 司会/竹田
7日 小田原市 KIMATSURI2023 演奏出演/上村
8日 あしや秋祭り 町のおいしい水PR配布/吉岡

千葉県⾧柄町セルフビルドヴィレッジプロジェクト
竣工式/上村,17野中,21小林,22成田

10日 とくしま森林づくり交流の集い 演奏出演/上村
12日 青い羽根募金活動 /稲川
14日 第22回森林を考える岡山県民の集い 演奏出演/上村
14,15日 東京湾大感謝祭 水循環PR/竹田
15日 全日本空手道選手権大会 ゲスト/吉岡

おかやま木材フェスティバル2023 演奏出演/上村
17日 IBF国際美容連盟 ブライダルモデル/東海林
19日 下水道管路管理技術施工展2023高知 出演/竹田

全国木材産業振興大会in高崎 出演/上村
青い羽根募金活動 /稲川

20-22日 オリジナル曲「森で愛ましょう」PV撮影in能登/上村
21日 第11回マンホールサミットin岡崎 司会/竹田

石川県農林漁業祭り 演奏出演/上村
令和5年度下水道ふれあいまつりin平塚 出演/稲川
令和5年度下水道ふれあいまつりin小田原 出演/東海林

22日 令和5年度愛知県What’sため池 OPセレモニー 出演/竹田
海の駅フェスタでじま･ながさき 軍艦島クルーズ/東海林

24日 日本下水道管路管理業協会 関東支部セミナー 司会/竹田
木づかいシンポジウム2023 演奏出演/上村

25日 厚生労働省 第3回官民連携推進協議会 司会/竹田
日本CLT協会 CLT公式動画収録 /上村

26日 青い羽根募金活動 /稲川
27日 管路診断コンサルタント協会総会懇親会 司会/竹田
28日 高知もくもくエコランド2023森林環境学習フェア/上村
29日 水資源機構「水資源機構」秋の近江路取材 /竹田
30日 芦屋市政広報 市⾧インタビュー収録/吉岡

表敬訪問 島村楽器/上村

1,8,15,22,29【WEB】FITNESS LOVE ミス日本便り掲載
2日【新聞】福島民報ほか ふくしま植樹祭記事/上村
【冊子】日本下水道協会｢下水道協会誌｣寄稿/竹田
【冊子】林野庁｢情報誌林野｣寄稿/上村
【冊子】全日本海員組合会報誌「海員」寄稿/稲川
【冊子】水資源機構「水とともに」秋号活動紹介/竹田
【冊子】中部森林管理局「中部の森林」寄稿/上村

26日【新聞・WEB】タウンニュース港北版



ミス日本協会専務理事の
和田健太郎による、オリ
エンテーションと社会工
学の講義。魅力とは、社
会を変える原動力です。
ミス日本協会は、資質あ
る若い女性に経験と成⾧
の機会をもたらし、将来
の夢を叶える実力をつけ
てもらいたいと願ってい
ます。13名のファイナ
リストたちが、それぞれ
の個性を尊重し、13通
りの魅力を引き出し合う
仲間になれるよう、エー
ルを送りました。

内面の美は、私を構成する要素を知
ること、自分のルーツをたどること
です。日本文化や伝統の他、自分の
両親や祖先、育った土地や学校など、
自らを構成する要素を学びほぐすこ
とで、自らの自信の土台を築きます。

行動の美とは、人生の目的を持ち、そ
れに至るための目標を持つことです。
目的や目標は挑戦して得られる経験と
ともにどんどん変更して良く、周囲を
魅了して協働に導くチカラとなります。
内面と外見の両方が欠かせません。

日々の鍛錬や選択の積み重ねを指し
ます。親から受け継いだ体や資質を
どう活かすのか、食べ物は何を選ぶ
のかなど毎日の選択が外見を作りま
す。繰り返し鍛錬することで技術が
身につき、オーラ形成に繋がります。

数十万、数百万フォロワーを持つSNSインフルエン
サーをプロデュース、管理してきたBuddyCompass
の田井中友裕先生によるSNSブランディングの講義。
SNSは極めて大きい影響力を持つ一方で、炎上により
それまで積み重ねた人生を一瞬で破壊してしまうほど
のリスクも持ったメディアです。諸刃の剣になりうる
SNSとの付き合い方を学びます。

華道家元池坊、華道教授の桶澤達也先生による、活け花
の講義。初心者も経験者もまずは試行錯誤で生花に挑戦。
その後、先生が手を加えると、魔法のように花の表情が
変わっていきます。自らの美意識や感性と向き合い、
美しさとはなにかを自問する時間となりました。

日本画家で、1986年のミ
ス日本グランプリでもある
中村麻美先生による講義。
中村先生がこれまで作品に
落とし込んできた寓話や逸
話を題材に、覚悟や信念、
思いやりの気持ちがどのよ
うな史実として伝わってい
るかを学びます。私達の祖
先が美徳・美観としてきた
かを学び、ファイナリスト
たちは善く生きるために大
切にしたい道徳の視座に気
がついていきました。



9月29日
「夢を叶える道のりを照らす社会工学」

:ミス日本協会 専務理事 和田健太郎
「伝えたい日本のこころ」

覚悟･祈り･日本人のまごころのイメージ
:日本画家･挿絵家 中村麻美先生(86ミス日本グランプリ)

「SNSブランディング」
:BuddyCompass 田井中友裕先生

9月30日
「お花から学ぶ美意識と感性」

:華道家元池坊華道教授 桶澤達也先生
「世界に愛される日本文化 浮世絵」

:日本ユネスコ協会連盟 会員 牧野健太郎先生

10月1日
「世界に誇る日本の講義」:日本史家 高森明勅先生
「聞き手の心を動かす大人の話し方」

:元NHKアナウンサー マツモトメソッド 松本和也先生

浮世絵の伝道師として
活躍する牧野健太郎先
生による浮世絵の講義。
デジタル化されたボス
トン美術館のスポル
ディングコレクション
の浮世絵を鑑賞しなが
ら、大衆の娯楽、風俗
文化、粋な遊び心を感
じ取ります。

高尚なものから楽しいものへ、浮世絵の認識が変わります。
毎年受講後は、ファイナリストたちはいますぐ浮世絵を見
に美術館に行く準備を始めます。

日本史家の高森明勅先生に
よる「世界に誇れる日本」
の講義。日本国民である
我々は、どれほど日本とい
う国を意識しているでしょ
うか。イギリスのエリザベ
ス女王の国葬の話から国体
としての日本、そして天皇
制について考えていきます。
世界でもっとも歴史の⾧い
君主国家であることなどを
お話。私達一人ひとりのア
イデンティティ形成の手が
かりとしていきました。

元NHKアナウンサーで、話し方指導を行うマツモト
メソッドの松本和也先生による話し方指導。正しく
読もうとするのではなく、心のありのままに話すこ
とで伝わることに繋がります。自分の考えた自己紹
介を録音して振り返りながら、改善点やポイントを
教わっていきます。
伝わる話し方の理論と実践を通じて、話すことのも
つパズルのような複雑さと楽しみを見出していきま
した。

WALK&WAYの福村あけみ
先生によるウォーキングの
基礎講義。今年は前後編2
回に別けて実施します。
「ウォーキングは日々の生
活と鍛錬があって、やっと
技術が載せられる」ことを
お話し、基礎的な筋力向上
を中心に指導をしていきま
す。反復練習でうまくなる
のは土台がある人だけ。ま
ずは日々の練習方法を学び、
1月予定の後編に備えます。


